
（１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷

３ この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

議するものとする。

２ 受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協

更の対象としないものとする。

第５条 濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変

施設管理者 ：

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ
１,７００

〃

取付高さ（ｍｍ）

・ 自動閉鎖設備

〃

・ 自動火災報知設備

・ 発電設備

・ 防犯、入退室管理設備

・ 構内情報通信網設備

・ 駐車場管制設備

１,０００

・ 構内交換設備

一 般

１,２００

・ 監視カメラ設備(将来用)

・ テレビ共同受信設備

・ テレビ電波障害防除設備

２,０００

台上～中心

壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、下表を原則として基準とするが事業課の確認をとり、図面提出の上決定すること。

２.４ 取付高さ

分電盤、制御盤、開閉器箱

防水型コンセント

復帰ボタン（ 〃 ）

呼出ボタン（身体障害者用）

〃

〃

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

（一般）

２,０００

〃 （身体障害者用）

スイッチ（一般）

２,０００

・ ガス漏れ火災警報設備

１５０

２００（和室）

３００

１５０

〃 (上端1,900以下)1,500

１,１００

・ 電話配管設備

・ 中央監視制御設備

１,３００

〃

・ 昇降機設備

床上～中心

５００床上～中心

４００

廊下表示灯（ 〃 ）

〃

９００

(上端1,900以下)1,500

２,０００

１,８００

〃

５００

・ 静止型電源設備

・ 受変電設備

・ 雷保護設備

・ 電熱設備

・ 動力設備

・ 電灯コンセント設備
〃

測 点

・ 情報表示設備

・ 映像、音響設備

名 称

５００

・ 拡声設備（非常放送設備）

９００

打ち合わせ担当者

・ 誘導支援、呼出し設備

官公庁等打ち合わせ相手

県営住宅

〃

昇降機：

電力会社 ：

電話会社 ：

ケーブルテレビ会社 ：
消防本部 ：

建築：

１.５ 指定部分 ・ 無 ・有（ 工期：令和 年 月 日）

１.６ 主任技術者又は監理技術者の専任期間（建設業法により必要になった場合）

１ 専任期間の始期

請負契約締結の日から、(・現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入

又は仮設工事等が開始されるまで）の期間 ・平成 年 月 日までの期間）については、

主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

２ 専任期間の終期

工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、

後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

３ 専任期間の中断

自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、

工事を全面的に一時中止にしている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

１.７ 建物概要

すべて受注者の負担とし、構内につくることができる。

取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能が良好なことを

確認した上で取付る。なお、その測定結果表を監督員に提出する。

法の適用

電子納品

完成図書の電子納品ガイドライン ※ 適用する ・適用しない

完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載する

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は

※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

・本工事とする。

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律の適用について

※ 適用する（契約金額による） ・ 適用しない

出力、数量等）を記載すること。

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

（４）特別管理産業廃棄物 （ ）

蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

（１）引渡しを要するもの （ ）

（構外搬出処理費は、※本工事 ・別途）

引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管 ）

（２）買取処分をするもの （銅屑・鉄屑 ）

塗装

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るものとする。

敷き均し土 管 種 別

（１）管路等の敷設に伴う敷き均し土は、標準仕様書のほか下記及び図面特記

露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗

装を行わない。

３ その他
３．１ 他工事との取合区分

発注図又は工事区分表による。

３．２ 図面上の縮尺

３．３ 疑義

本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

監督員と協議するものとする。

第１条 この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるもの

である。

第２条 受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

・種類及び処理量 汚泥（油分を含む汚泥） ． m3
・中間処理施設 市 地内、（株）

・処理方法 ・中間処理後、 終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

・中間処理後、 終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

２ 受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

第３条 受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収した

濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するものとす

る。

２ 受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結しな

ければならないものとする。

３ 受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃

棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

４ 受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において

定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

第４条 受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな

した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

による。

（２）地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。ただし、低

圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

（台上）〃

〃 （人感センサー切換用）

端子盤

県営住宅の完成図の提出部数は、Ａ３二つ折り５部とする。

ただし、見えかかり部の塗装については監督員の指示による。

良質土

硬質ビニル電線管（VE）

耐衝撃性塩化ビニル管（HIVE）

波付硬質合成樹脂管（FEP）

ポリエチレン被覆鋼管（PLP）

本工事に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

２.３ 工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

項 目 特 記 事 項

１ 電灯コンセント

設備

（１）配線器具

トは複式を使用してもよい。

スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、２口コンセン

本工事で ・設ける（規模 ） ※設けない

受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを

る。

火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出す

１.４ 工事科目（○印の付いたものを適用する）

１.８ 工事概要

２ 工事仕様
２.１ 共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、
公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。

なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を 優先とする。

２.２ 特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものがなければ※印を適用し、・印のものは適用しない。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。）

項 目 特 記 事 項

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用する。

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において 新のものを適用する。

とする。なお、資材名、製造所名および発注先を記載した報告書を監督員に提

出し承諾を受けるものとする。

使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、アスベストを含む

機材等は使用しないこと。
「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品

目に該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断の基準、配慮事項
を満たすこと。

調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこれと同等のもの

・上記以外の時間に施工する場合は事前に監督員と協議すること。

※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外。

施工時間

３ 工事用電力・水

２ 施工条件

１ 機材等

４ 工事用仮設物

５ 足場・さんばし類

６ 監督員事務所

７ 保 険

８ 再使用機材

９ 建設リサイクル

１０

１１ 発生材処理

金属電線管の

鍵

地中電線路

らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき締結

２ 受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

電気設備工事特記仕様書
１ 工事概要

１.３ 工 期

１.２ 工事場所 ： 新座市野寺五丁目1番24号

１.１ 工 事 名 ： 野寺放課後児童保育室建設工事

１.９ 同時期発注の関連工事 ・ 建築工事 ・ 機械設備工事 ・一本工事

以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

行先の表示

ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ

湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ

上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ

い。ただし、接続はボックス内とする。

したねじなし工法としてもよい。

屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼電線管の接続は、防水処置を施

埋戻し後の建設残土は、監督員が指示する構内の場所に敷き均しとする。

再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌

の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

アスコン

を巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

得た上で、 ・使用できる。 ※使用できない。

契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、監督員の了解を

回路の種別

電線の接続

電線管の接続

残土処分

再生砂・再生

施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又は

金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録を

十分な技能及び経験を有した者が行うこと。

接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセル

添付すること。

こと。

（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

挿入、埋込みの完了が分かる記録を添付すること。

アンカーボルトを選定すること。

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」（独立行政

法人建築研究所監修）による。

なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと

する。

（１）設計用水平地震力

機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

【備 考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

（２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器

・配電盤 ・発電装置(防災用) ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

・交換機 ・火災報知器受信機 ・中央監視装置 ・太陽光発電装置

上層階の定義は次による。

2～6階建の場合は 上階、7～9階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

機器種別

2.0 2.0

水 槽 類

防振支持の機器

（※１）

1.0 1.0

1.5 1.0

水 槽 類

防振支持の機器

1.5 1.0

1.5 1.5

1.5 1.0

（※１）

1.0 0.6

2.0 1.5

水 槽 類

防振支持の機器

中間階

1.5 1.0

設置場所

地下・１階

機 器

上層階

1.5 1.0

1.0 0.6

屋上及び塔屋

機 器

1.5 1.0

（※１）

0.6 0.4

2.0 1.5

1.0 0.6

2.0 1.5

1.0 0.6

1.0 0.6

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

し、監督員の承諾を受ける。

（１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製

作する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様書を監督員に

提出し、承諾後施工する。

（１）内部足場 ※ 脚立足場

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

て」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等

に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基

準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組

立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関

する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

行うものとする。

本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員

の承諾を受けるものとする。

重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、

あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施する

を実施してから、ダイヤモンドカッターを使用すること。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてＸ線撮影調査

特定の施設 一般の施設

機 器

耐震施工

あと施工アンカー

はつり

改修部分の足場

その他

（３）地中電線路の敷設は管路式とし、埋設深さは地表面（舗装する部分では

路盤材下面）から配管の上端まで原則、600mmとする。ただし、公道への

ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

（８）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて受注者が代行し、その費用は

受注者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブル

とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を

行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定

を行い、試験記録を提出する。

（７）調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

行うこと。

（９）本工事における停電措置が必要な場合、事前に計画書を電気主任技術者

※以下は、高等学校および特別支援学校の改修工事（夏休み工事）に適用する。

期間に設定すること。

（10）騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については原則として夏休み

に提出する。また、停電操作・安全処置は受注者が行い、その費用は受注

者の負担とする。

引込み管路等の埋設深さについては、供給事業者と協議のうえ決定する。

コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

（２）照明器具

防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘

導灯とし、関係法令に適合したものとする。

（３）照度測定

電灯設備工事に際し、新営工事の場合は新設後の、改修工事の場合は改修

前と改修後の照度測定を下記基準により実施すること。

・ 学校環境衛生基準

・ JIS C 7612 「照度測定方法」

分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕上り面とが

１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ

ード裏面と塗りしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必

要としない。

ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、かつ、照明器

具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

２ 動力設備

用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの４Ｐを原則とする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別

途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までとする。

（４）分電盤

（５）継枠

（６）位置ボックスの省略

フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

ガス漏れ火災警報

設備、拡声設備

（非常放送設備）

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくものとする。

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ

で行うものとする。

準仕様書（機械設備工事編）による。

特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標

・ 燃料電池発電装置 ・ 熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

・ 太陽光発電装置 ・ 風力発電装置

・ （概要）

・ ガスタービン発電装置 ・ マイクロガスタービン発電装置

・ ディーゼル発電装置 ・ ガスエンジン発電装置

ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱、耐塵等を考慮する。

網設備

設備

・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

・（概要）

高圧引込

負荷開閉器(PAS)

変圧器設備容量

柱上用高圧気中

受電電圧

主遮断装置

引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

（端末処理 ・耐塩用 ・一般用 ）

交流３相３線式 ６.６kV ５０Hz

定格電圧 ７．２kV 定格電流 A

定格電圧 kV 定格遮断電流 kA

動力用 kVA× 台

電灯用 kVA× 台

高圧進相コンデンサ kVar× 台

直列リアクトル ・６％ ・１３％

kVar× 台

３ 雷保護設備

４ 受変電設備

受雷部突針はＬＲ１とする。

５ 構内情報通信

６ 静止型電源

７ 発電設備

８ 構内交換設備

９ 自動火災報知設備、

１０ 昇降機設備

ただし、県営住宅における住戸内のフラッシュプレートついては、樹脂
プレートを使用することができる。

図面上の縮尺は、ＪＩＳ Ａ１版とした縮尺とする。

（２）外部足場 ※ Ａ種(枠組足場) ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

現場施工期間 令和 年 月 日 から 令和 年 月 日 まで

契 約 日 から 令和 日 まで

現場施工期間は、施設管理者との調整により変更することがある。

なお、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

作業に当たっては墜落制止用器具（フルハーネス型）を使用すること。

・建築特記仕様書を参照

１,７００

完成図書の

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１９

２０

２１

２２

２３

２４

１８

ＴＥＬ：０４８－２１８－３８６９

ＴＥＬ：０１２０－４１４－９４２

ＴＥＬ：０４８－４７８－１３１１

東京電力志木支社

ＮＴＴ東日本 関信越埼玉南支店

新座消防署消防課

放課後学童施設

低圧で受電。照明器具はすべてLEDとする。

法令に伴う非常警報設備及び非常用照明、誘導灯を設置

別途発注工事の機械警備設備に備え、空配管を敷設する

工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-01

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：N.S
A3：N.S電気設備工事 特記仕様書

建築基準法32条の規定に適合させる

年 月



盤及び付属機器記号分電盤結線図（参考）

盤型式

ＡＣ

１

二種耐熱型

一種耐熱型

一般型

露出型

露出型
埋込型

埋込型

露出型

埋込型

Ｄ

１Ｔ

２Ｔ
２Ｇ

１Ｈ
１Ｇ

Ｔ
Ｇ
記号 種 別 型 式

コンクリート壁等又は、これと同等の耐熱処理を施した

耐熱処理が施されてない壁に埋め込むもの
壁に埋め込むもの

ドアのある構造
ドアのない構造

（１）図は基本型とし、前面枠の取付方法、枠幅の大小、周囲又は上下に枠のない

（２）露出型の場合、ボックスと前面枠は一体としなくてもよい。
もの、二重ドア、二段ドア、両開きなどの形状の詳細は拘束しない。

［備考］

Ｔ・１Ｔ・２Ｔ

Ｇ・１Ｇ・１Ｈ・２Ｇ
埋込型

露出型
Ｄ

ＡＣ １００Ｖ

ＡＣ ２００Ｖ

自動点滅器

タイマー ２４時間 停電補償付Ｔ

ＡＳ

２

１１ １

１１

１ ２

１

露出型

年間プログラムタイマー 停電補償付Ｔ（P)

盤特記仕様書

○ 火報受信機、誘導灯など防災設備に供する分岐回路の配線用遮断機握手つまみ部に誤操作防止のため

○ “開放禁止”“非常灯試験”シールを貼り付ける。
赤色合成樹脂製ロックカバーを取付ける。

○ リモコンリレーの二次側配線は端子台にて整備する。
○ 制御回路は線番表示付とする。

○ キャビネットを構成する各部の鋼板の厚さは、１．６ｍｍ以上とし、堅ろうに製作する。

○ ドア裏面に図面ホルダを設け、丈夫な難燃性透明板を挿入する。
○ ドア裏面に製造者及び定格等を記載した銘板を取付ける。
○ 盤表面にはアクリル製名称板を取付ける。（約７０×２０）
○ 保護板は片丁番とし、反対側は抜け止ビスとする。
○ ドアのハンドルは錠付平面ハンドルとする。
○ ドアは折面加工で、ビス無しとする。

MCB(ELB)

M

A 電源供給

凡例 注

記 号 名 称

配線用遮断器

配線用漏電遮断器

電動機保護用遮断器

電動機保護用漏電遮断器

電流計

電磁接触器

表示灯緑（停止中）

表示灯赤（運転中）

表示灯黄（故障）

押釦スイッチ

フロートレススイッチ電極

切替スイッチ マグネットスイッチ

減水・減油用表示灯

満水・満油用表示灯

自動スイッチ

インバーター制御装置

水銀フロートスイッチ用リレー

液面リレー

自動交互リレー

スターデルタタイマー

計器用変流器

フロートスイッチ

サーマルリレー

1) 電流計は赤指針付とし定格電流が３０Ａを超えるものはＣＴ付とする。

2) 電動機保護用遮断器（ＭＭＣＢ）電動機保護用漏電遮断器（ＭＥＬＢ）は、

電動機の定格電流に適合したものを選定のこと。

ＥＬＢはトリップ警報端子付、ＭＣはサーマルトリップ警報付。

中央監視制御対称機器は、故障、動作表示の各々Ａ接点ｘ１を取付とする。

及び操作対称機器は起動用リレー２４Ｖ取付とする。

3)

4)

MCB

記 号 名 称

F

O

R

G

A

LF

42

H

L

ATS

INV

R

WLR

ALR

R

ELB

MMCB

MELB

Ｗｈ

Ｗｈ

備 考盤名称 幹線系統

負 荷

機器

番号
名 称

容量

（ｋＷ）

インターロック

及

連動

強制停止

回路名 MCB ELB

ブレーカー仕様及容量 表示送り出し仕様 (接点送り)発
電
機
回
路

結線方式

主
及
制
御
回
路

付
属
制
御
回
路

制
御
盤
内

Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｂ

Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｂ

ト
リ
ッ
プ
表
示

設
置
場
所

発

停

運
転
表
示

警

報

レ
ベ
ル
表
示

ＡＣ ３Φ３Ｗ
２００Ｖ

ＡＣ １Φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

Ｐ－１

引込開閉器盤

１Ｌ－１

○

○

２２５／２００

２２５／１５０

ＣＴ積算電力計スペース

ＣＴ積算電力計スペース

セパレーター付

屋外自立型

Ｐ－１

屋外自立型
ＰＡＣ－１

ＰＡＣ－２

ＰＡＣ－３

パッケージ型空調機

パッケージ型空調機

パッケージ型空調機

予 備

５０／５０○

○

ＭＣＢ３Ｐ
２２５／２００

ＴＯＴＡＬ ４３．１０２ＫＷ

５０／３０

セパレーター

８．５

１１．９３

○ ５０／５０

○ ６０／６０

○ ６０／６０ＰＡＣ－４ パッケージ型空調機

指定色

指定色

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ

電気方式

ＡＣ ３φ ３Ｗ ２００Ｖ

ＡＣ １φ ３Ｗ ２００／１００Ｖ

Ｗ７００×Ｈ１５００
×Ｄ２５０

※幹線スペース見込む

８．５

工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-02

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：N.S
A3：N.S電灯・動力 盤結線図

将来増設用スペース

将来増設用スペース

ＲＰＲ
２Ｌ－１

太陽光発電 ○ ５０／４０

ＣＴ

ＴＭ

MCB(ELB)

M

B 電源供給(オフディレータイマー付き)

TM

オフディレータイマー

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

○ ５０／２０ＰＡＣ－５ パッケージ型空調機 ２．２４２

１１．９３

１００／１００

２６．３

１６．１

５．０

４３．１

ＭＣＢ３Ｐ
２２５／２００

ＭＣＢ３Ｐ
２２５／２２５

S

ＭＧ
１

手動 自動

ＣＯＳ－１

ＡＳＸ１

外壁照明用-TM1
（夕方点灯－指定時刻消灯）

切

年間ﾀｲﾏｰ
2回路用-A

ＡＳ
Ｘ１

自動点滅器

外壁設置

年間ﾀｲﾏｰ
1回路用

入口照明用-TM3
（指定日OFF）

人感・明るさ
屋外用

ﾌﾞﾗｹｯﾄ
ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ｾﾝｻｰ

暗くなると点灯。設定時刻に消灯
消灯後、人が近付くと点灯



幹 線

主 幹

分電盤

名 称 方 式

電 気 路

号

回

番

分岐開閉器
負荷名称 備 考

照明 コンセント ＦＣＵ ＦＣＵ以外

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０Ａ

予 備

負荷容量（ＶＡ ）
付属機器

ＡＣ １φ３Ｗ

２００／１００Ｖ

２Ｌ－１

ＭＣＣＢ ５０／２０Ａ２Ｐ

ＭＣＣＢ ５０／２０Ａ２Ｐ

１

５０／２０Ａ２Ｐ

５０／２０Ａ２Ｐ

ＥＬＣＢ

２

５０／２０Ａ２Ｐ

644

ＭＣＣＢ ３Ｐ

鋼板製

２．分岐回路ＥＬＣＢは感度３０ｍＡとする。

注記）１．分岐回路（３０ＡＴ以下）の配線用遮断器及び漏電遮断器は２Ｐ（１Ｐサイズ協約型）とする。

自立型

（ＡＦ／ＡＴ）

３

５０／２０Ａ２Ｐ

４

５０／２０Ａ２Ｐ

５

５０／２０Ａ２Ｐ

６

５０／２０Ａ２Ｐ

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

ＭＣＣＢ

1035

１００／１００Ａ

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

ＭＣＣＢ

ＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２Ｐ

５０／２０Ａ２Ｐ

５０／２０Ａ２Ｐ

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

352

174

400

500

500

750

男子WCコンセント

男子WCコンセント

倉庫・外壁コンセント

冷蔵庫用コンセント

冷蔵庫用コンセント

ポット用コンセント

保育室ファン

女子WCコンセント720

720

190

720

ＥＬＣＢ 女子WCコンセント

Ｌ１０２

１５

１６

1500

１

120

予備２

３ 電気温水器

４ IH用

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

1000

500

2000

3000

１６．１０８ＫＶＡ

合計

（１６．６０８ＫＶＡ）

レンジ用コンセント1500ＥＬＣＢ

W600×D200×H1700

端子盤一体型

幹 線

主 幹

分電盤

名 称 方 式

電 気 路

号

回

番

分岐開閉器
負荷名称 備 考

照明 コンセント ＦＣＵ ＦＣＵ以外

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０Ａ

予 備

負荷容量（ＶＡ ）
付属機器

ＡＣ １φ３Ｗ

２００／１００Ｖ

１Ｌ－１

ＭＣＣＢ ５０／２０Ａ２Ｐ

ＭＣＣＢ ５０／２０Ａ２Ｐ

１

５０／２０Ａ２Ｐ

５０／２０Ａ２Ｐ

ＭＣＣＢ

２

５０／２０Ａ２Ｐ

５００

１９０

ＭＣＣＢ ３Ｐ

鋼板製
自立型

（ＡＦ／ＡＴ）

３

５０／２０Ａ２Ｐ

４

５０／２０Ａ２Ｐ

５

５０／２０Ａ２Ｐ

６

５０／２０Ａ２Ｐ

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

１０３５

電気温水器

２２５／１００Ａ

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２Ｐ

５０／２０Ａ２Ｐ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

４１２

４００

５００

４００

１２６０

６００

予備

予備

７２０

１２０

５００

１５００

８００

１０００

ＭＣＣＢ

Ｌ１０１

７２０

IH用

１

３１００

750

２８７

１０００

１００

１５００

３０００

エントランス・廊下
２

１０００

５００ 予備

３
学童保育室1・2

４
学童保育室1・2

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２Ｐ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

６４４

５００

７５０

３３０

２１２

２１２

８．４８８ＫＶＡ

合計

（９．４８８ＫＶＡ） 計 １７９０ ５５１０ ４２４ １０００

７５０

７２０ＥＬＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ

ＥＬＣＢ

５００

外壁用コンセント

W600×D200×H1700

端子盤一体型

１Ｌ－１
１Ｌ－２

鋼板製
自立型

端子盤一体型

ＭＣＣＢ ３Ｐ
１００／１００Ａ

１

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５．７８７ｋＶＡ

合計

（１６．７８７ＫＶＡ） 計 ２８７ １５５００ １０００

計 １６７０ １３２５０ ４２４ ５００

5 ５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ 212

6 ５０／２０Ａ２ＰＭＣＣＢ 212

２．分岐回路ＥＬＣＢは感度３０ｍＡとする。

注記）１．分岐回路（３０ＡＴ以下）の配線用遮断器及び漏電遮断器は２Ｐ（１Ｐサイズ協約型）とする。

照明

エアコン

エアコン

学童保育室1・2
照明

男子WC・女子WC
多目的WC照明

学童保育室2

廊下・学童保育室2収納
コンセント

外壁コンセント

学童保育室1
コンセント

多目的WCコンセント

多目的WCコンセント

保育室ファン

女子WCコンセント

女子WCコンセント

男子WCコンセント

男子WCコンセント

学童保育室1・2
扇風機

事務室・キッチン
洗濯室・倉庫照明

レンジ用
コンセント

キッチン換気扇用
コンセント

キッチン・事務室
洗濯室コンセント

冷蔵庫用コンセント

冷蔵庫用コンセント

洗濯機用コンセント

学童保育室3・4
照明

学童保育室3・4
エアコン
学童保育室3・4
エアコン

男子WC・女子WC
照明
キッチン・廊下・倉庫
外壁照明
学童保育室3
コンセント
学童保育室4
コンセント

キッチン換気扇用
コンセント
学童保育室3・4
扇風機

工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-03

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：N.S
A3：N.S電灯盤結線図

事務室コンセント

事務室コンセント

ポット用コンセント

事務室コンセント

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ ５０／２０Ａ２Ｐ

a

b

３

１０

非常用照明

誘導灯

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ ５０／２０Ａ２Ｐ

a

b

39

10

非常用照明

誘導灯

７６４

プリンター

ＭＣＣＢ３Ｐ１００/１００Ａ 1L-2

７６４

１７

１８

５０／２０Ａ２ＰＥＬＣＢ

予備500

外構照明 AS+T(P)60

外構照明 AS+T(P)60ＥＬＣＢ



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-04

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100幹線動力設備 1階平面図

フェンス扉

ジャングルジム

真北

ＡＣＰ
１－１

ＡＣＰ
５－１

ＡＣＰ
１

ＡＣＰ
２

ＡＣＰ
５

ＡＣＰ
１－２

ＡＣＰ
２－１

ＡＣＰ
２－２

ＣＦ
１ ×2

ＣＦ
１ ×2

ＣＦ
１ ×2

ＣＦ
１ ×2

ＨＥＵ
１

ＡＣＰ
３

ＡＣＰ
４

ＰＵ
１

ＥＢ
１

3φ200V
8.53kw

3φ200V
2.242kw

3φ200V
8.53kw

3φ200V
11.93kw

3φ200V
11.93kw

1φ200V
0.75kw

1φ200V
0.106kw

1φ200V
0.106kw

1φ200V
0.106kw

1φ200V
0.106kw

1φ200V
3.1kw

332WP

332WP

332WP5C5C

5C 5C

14

14

8

8

5.5

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ・ＩＥ２．０㎟（Ｇ４２）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ（Ｇ２８）

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－４Ｃ（Ｇ３６）

Ｓ

１Ｌ－２

１Ｌ－１

１Ｐ－１

（ＦＥＰ１００）×２

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ，ＩＥ１４㎜２（Ｇ８２）

名 称 仕 様記 号

分電盤

凡 例

動力盤

L 埋込スイッチ １Ｐ１５Ａ×１ 確認表示灯付

サイクルファン用電源
（天井付）

Ｏ．ＢＯＸ中浅四角

（注記）

いんぺい

天井ころがし

１．特記なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ 保護管（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

２．動力設備の配線は、動力制御盤リストを参照のこと。

３．プルボックスはＥＴ付きとする。

554WP

554WP
554WP

4 3

ハンドホール ６００×６００×６００

12

5.5

14

8



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-05

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1：50
A3：1：100幹線動力設備 2階平面図

真北

ＡＣＰ
３－１

ＡＣＰ
３－２

ＡＣＰ
４－２

ＣＦ
１ ×2

ＡＣＰ
４－１

ＣＦ
１ ×2

ＣＦ
１ ×2

ＣＦ
１ ×2

1φ200V
0.106kw

1φ200V
0.106kw

1φ200V
0.106kw

1φ200V
0.106kw

5C5C

5C 5C

２Ｌ－１

5

6

16



一体型LEDベースライト 下面開放型 一体型LEDベースライト 直付富士型

LEDダウンライト LEDダウンライト

一体型LEDベースライト 直付富士型 防雨・防湿型

LED非常照明 埋込型 自己点検機能付

a

保守率：０．９２

器具取付高さ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ ４．６ ４．７ ４．９

Ａ２ １０．２ １０．８ １１．９

Ａ４ ８．２ ８．７ ９．２

a

LED内蔵、非常時・非常灯用LED点灯／常時消灯
蓄電池：ニッケル水素電池
非常灯評定番号：LALE-004

レンズ：ガラス、カバー：鋼板：クールホワイトつや消し仕上
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

LED 階段非常灯 壁・天井直付兼用型 自己点検機能付

人感センサー内蔵

公 ：公共施設照明器具型番

LRS6-4-65公 光束6680lm101-2 102-1

102-2

103-1 FL20形器具相当 光束880lm

201-1 FDL27形器具相当 光束1005lm 消費電力7W 202-1 FDL27形器具相当 光束590lm 203-1

LEDダウンライト

100形電球1灯器具相当 光束610lm

LSS1-4-65公 光束6900lm

光束760lmFL20形相当

BT内蔵型K1-LRS11-2

埋込穴Φ100

消費電力 1.0W

非常灯評定番号：LALE-006

Hf16相当

光束1800 lm

d

消費電力 16.4W

ｄ

SH1-FBF20-BHb

LED 避難口誘導灯

公 公

LED 避難口誘導灯 矢印付

（天井埋込両面形）（壁付形） BT内蔵型SH1-FRF21P-BHc 公 BT内蔵型

c

b

BT内蔵型

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

スリムタイプ、５０００Ｋ、Ｒａ９５、美光色タイプ
器具光束８８０ｌｍ、消費電力１１．２Ｗ、電圧１００Ｖ
カバー：プラスチック（乳白）
壁面（縦・横向き）・天井面取付専用
幅４００・高３８・出しろ７６

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８４
器具光束６１０ｌｍ、消費電力７．３、電圧１００Ｖ
ネジ込み方式、防雨型
プラスチック（オフブラック）
カバー：アクリル（乳白）

光束１３７５ｌｍ、消費電力１５Ｗ、電圧１００Ｖ
電球色、２７００Ｋ、Ｒａ８３、壁直付型
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）、防湿型・防雨型
本体：ステンレス、グローブ：アクリル（乳白）
枠：ステンレス（ミディアムグレーメタリック）
ガード：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）
Ｗ＝３７０ Ｈ＝３７０ 出しろ１６１

LEDブラケットライト

301-1 光束１３７５ｌｍ

２．８ｍ

４．９

１１．３

９．１

ひとセンサ段調光３０分
Ｈｆ１６形高出力型器具１灯相当
電圧：ボルトフリー（１００～２４２Ｖ）
非常用ＬＥＤ光源本体内組込、段調光センサ本体組込
常用光源ＬＥＤ光源寿命：４００００時間
自己点検機能付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（含む）

保守率：０．９２

器具取付高さ １．０ｍ １．５ｍ ２．０ｍ ２．５ｍ ３．０ｍ ４．０ｍ ５．０ｍ

階
段
配
置

Ｙ＝２．０ｍ

Ｙ＝１．５ｍ

Ｙ＝１．０ｍ
Ｘ＋ ２．３ ３．１ ３．８ ４．３ ４．８ ５．７ ６．０

ｘ ２．６ ３．６ ４．４ ５．１ ５．７ ６．８ ７．８

Ｘ＋ ２．１ ２．９ ３．６ ４．２ ４．７ ５．３ ５．５

ｘ ２．５ ３．４ ４．３ ４．９ ５．５ ６．５ ７．５

Ｘ＋ １．８ ２．７ ３．３ ４．０ ４．５ ５．２ ５．３

ｘ ２．２ ３．２ ４．０ ４．７ ５．４ ６．５ ７．３１ｌｘ

２ｌｘ

１ｌｘ

２ｌｘ

１ｌｘ

２ｌｘ

102-3 LSS1-4-30公 光束3000lm

熱線センサ付自動スイッチ（参考型番：WTK34314S）

100％点灯

人がいなくても

100％点灯
100％

消灯

点灯

常に１００％点灯

人を検知
すると

設定時刻に
なると自動消灯

周囲が
暗くなると

人がいなく
なって 設定時間（約10秒～30分）

明暗点灯
設定消灯時間後

時間内

昼間 昼間夜間定格：3A 100V AC

システム（例）

SA

事務室

小屋裏収納
保育室
棚下灯

洗面

共用部、トイレ トイレブース ポーチ

外壁

工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-06

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：N.S
A3：N.S照明器具機器姿図

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵
一般光色タイプ、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：アルミ（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵
ひと（熱線）センサ付、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
一般光色タイプ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
枠・反射板（下部）：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）
埋込穴φ１００



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日

E-07

232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100

真北

電灯設備 1階平面図

直

201-1

学童保育室2

2

201-1

エントランス

4

201-1

廊下

18

102-2

給湯室

1

101-2 12

201-1

学童保育室1

2

101-2 12

102-3 1

101-2

事務室

4

201-1 1

201-1

多目的WC

3

102-3

洗濯室

1

201-1 2

102-3

男子WC

1

201-1 6

102-3

女子WC

1

201-1 8

３ ３
３ ３

３ ３
３３

３
３

３ ３

３３

３ ３

9

9

9

9

4

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

A

F A2F

A

1

2

1

1

１Ｌ－２

１Ｌ－１

201-1

倉庫

1

1.特記なき配管配線は下記とする。

天井ころがし2.0-3C(1E) 保護管（PF22）

（注記）

仕 様

人感センサーによる在室検知（点滅方式）を行う。

人感センサーによる在室検知（点滅方式）を行う。

名 称記 号

ＬＥＤ照明器具

凡 例

ＬＥＤ照明器具

ＬＥＤダウンライト

埋込スイッチ

埋込スイッチ

1P15A×1

1P15A×3

Ｓ

Ｓ

人感センサースイッチ親機

人感センサースイッチ子機

埋込スイッチ 3W15A×4

A 自動点滅器

A2 自動点滅器

切替スイッチ 1回路

切替スイッチ 2回路

３

３

３

３

F
Ｓ 人感センサースイッチ換気扇 人感センサーによる在室検知（点滅方式）を行う。

Ｓ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＬＬ

ＬＬ

１．防火区画を貫通する配管及びケーブルは国土交通大臣認定工法により貫通部を処理する。

：防火区画貫通処理(配管・ケーブル）

（注記）

ＳＡ

301-1

玄関

1

203-1 6

外壁

301-1 3

7

13



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-08

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100電灯設備 ２階平面図

真北

直

201-1

学童保育室4

2

103-1

屋根裏倉庫

1

201-1

廊下

10

101-2 12

201-1

学童保育室3

2

101-2 12

102-3

倉庫

1

102-2

キッチン

1

102-3 1

102-3

男子WC

1

201-1 6

102-3

女子WC

1

201-1 8

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

A

F A2F

5

5

1

1

2

２Ｌ－１

Ｓ

３
ＬＬ

３ ３
３

３
３３

３
ＬＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

階段

1301-1

ＳＡ

17



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-09

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100防災照明設備 1階平面図

A13

A13

A13

真北

a

b

a

c

ab

a

１Ｌ－１

１Ｌ－２

2.0-3C(1E) 保護管（PF22）

（注記）

1.特記なき配管配線は下記とする。

２． 単体配置による１ｌｘ（蛍光灯、ＬＥＤの場合の２ｌｘ範囲）を示す。

３．防火区画を貫通する配管及びケーブルは国土交通大臣認定工法により貫通部を処理する。

：防火区画貫通処理(配管・ケーブル）

天井ころがし

H12 告示 1411適用
(出口までの距離30ｍかつ避難上支障なし)

H12 告示 1411適用
(出口までの距離30ｍかつ避難上支障なし)



真北

工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-10

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100防災照明設備 2階平面図

A13

A13

A13

A13A13

A13

a

a

b

aa

a a

a

b

b

２Ｌ－１

d

d

踊
り
場
階
段
通
路
誘
導
灯

２
ｌ
ｘ
範
囲

２
階

階
段
通
路
誘導

灯
２
ｌｘ

範
囲



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日

E-11

232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100

真北

コンセント設備 1階平面図

２

２

２

２

２

２

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＷＰ

２Ｅ

２ＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

２

２

２

２

２

２

２

ＷＰ ＷＰ

名 称 仕 様記 号

埋込コンセント

凡 例

2P15AE×2

埋込コンセント 2P15A 250V

防雨型コンセント 2P15AE×1 鍵付WP

床付コンセント
2P15A×2

天井付コンセント 2P15AE×2

（注記）

S 埋込コンセント 2P15A×2 扉付

2

（フロアプレート参考型番：ＤＵＢ１１０１）

ＥＥＴ

ＥＥＴ

※ＩＨ

ＷＰ

１Ｌ－１

１Ｌ－２

1

2

2

3

4

5

6

9 8
10

11

2

3

4

5

7

8

6

9

10

11

12

1.特記なき配管配線は下記とする。

2.0-3C(1E) 保護管（PF22）天井ころがし
2.0-3C(1E) 保護管（PF22）いんぺい

※ＥＢ－１

２

２

２

２

２

２

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

２



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-12

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100コンセント設備 ２階平面図

真北

ＷＰ

２

２

２

２

２

２ ２

２

２

ＥＥＴ

ＥＥＴ
ＥＥＴ ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＥＥＴ

ＷＰ

ＥＥＴＥＥＴ

3 4

3

4 5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

２

２

２

※ＩＨ※ＥＢ－２

２

15

２

２

２

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

２



自己消火性樹脂

１．９ＧＨｚ ＴＤＭＡ－ＷＢ（時分割多元接続方式）

ＤＣ２．４Ｖ／７００ｍＡｈ

拡声自動交互通話／プレストーク通話
２．４型ＴＦＴカラー液晶

材 質

通信方式

モニター
通話方式

電源電圧

防塵・防まつ形（ＪＩＳ Ｃ ０９２０ ＩＰ５４ 相当）

モニター付親機から供給

１／２．７型カラーＣＭＯＳ
自動交互通話

自己消火性樹脂
壁取付型（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

通話方式
備 考

電源電圧

カメラ
材 質
形 状

充電時間

使用可能距離 約１００ｍ／見通し距離

約１０時間

モニター付ワイヤレス子機

形 状
電源電圧
充電台

ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ
据置・壁取付両用型

１．９ＧＨｚ ＴＤＭＡ－ＷＢ（時分割多元接続方式）

本体：自己消火性樹脂、アクリルパネル部：難燃性樹脂
壁取付型（ＪＩＳ２個用または３個用スイッチボックス）
自動・手動録画、再生、保存

ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ

拡声自動交互通話／プレストーク通話

７型ＴＦＴカラー液晶

材 質

通信方式

録画機能
通話方式

形 状

モニター
電源電圧

（専用ニッケル水素電池：ＷＪＷ－ＢＴ）

モニター付親機 カメラ付玄関子機

モニター付ワイヤレス子機

１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

構内交換設備 系統図 構内情報通信網設備 系統図

PB WP SUS
300x300x200

２Ｐ

インターホン・呼出表示設備 系統図

監視カメラ配管 系統図

廊下

エントランス

電話回線引込み

Ｃ

名 称記 号 摘 要

凡 例

壁付通信用モジュラージャック 電話用

１. 図中において特記なき配管配線は、下記による。

注 記

端子盤

名 称記 号 摘 要

凡 例

壁付情報用コンセント

１. 図中において特記なき配管配線は、下記による。

注 記

呼び線1.2㎜

端子盤

ＥＰＳ ＥＰＳ

１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

Ｃ

光回線引込み

１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

保育室1 保育室2

名 称記 号 摘 要

凡 例

１. 図中において特記なき配管配線は、下記による。

注 記

ＩＴＶカメラ（将来用） アウトレットボックス、ブランクプレート

呼び線1.2㎜

１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

廊下

事務室

AC100V

AC100V

ＥＰＳ

AC100V

多目的ＷＣ

Ａ
Ｅ

ＡＥ

ＡＥ

ＥＰＳ

ＡＥ

１. 図中において特記なき配管配線は、下記による。

注 記

EM-AE0.9-2C

EM-AE0.9-3C

ＡＥ

ＡＥ

１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

テレビ共同受信設備 系統図

ＥＰＳ

保育室3

保育室１

プルボックス １００×１００×８０（ＷＰ ＳＵＳ）

事務室 保育室２

ＲＲ

５Ｃｘ２

名 称記 号 摘 要

凡 例

１. 図中において特記なき配管配線は、下記による。

注 記

EM-S-5C-FB (PF16)５Ｃ

・端子盤内設置ＴＶ機器

ブースター ｘ１

４分配器 ｘ１

テレビ共同受信設備ブロック図

ブースターコンセント２Ｐ１５Ａ ｘ２ＥＴ

床付通信用モジュラージャック

ＥＤ

８

(PF22)

PB WP SUS
300x300x200

事務室事務室

テレビ端子（壁付）

事務室

CS-7F-RW（終端抵抗付）

５Ｃ ５Ｃ

Ｃ

EM-S-7C-FB (PF22)７Ｃ

５Ｃ

７Ｃ

壁付２０素子ＵＨＦ平面アンテナ

(PF16)

７Ｃ

５Ｃ

(PF22)

２．屋内設置の監視カメラについては、将来用にアウトレットボックスを予定位置に設置する。

ＡＥ

電話用、コンセント一体型

名 称記 号 摘 要

凡 例

端子盤

トイレ呼出釦

復旧釦

表示灯

相互間インターホン ６局

表示盤

ブザー付き

ｄＩ

Ｉ Ｗ

Ａ
Ｅ

端子盤

EM-EBT 0.4 - 2PT (PF16)

(PF16)

呼び線1.2㎜Ｃ (PF22)

機械警備用空配管 系統図

保育室３

屋外 １Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

保育室１ 保育室２

名 称記 号 摘 要

凡 例
１. 図中において特記なき配管配線は、下記による。

注 記

アウトレットボックス、ブランクプレート

呼び線1.2㎜

ＥＰＳ

事務室

(PF22)

エントランス

×2

×2 ×3

廊下
×2

EM-UTP0.5-4P (PF22)U

Ｃ

U

U

工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-13

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：N.S
A3：N.S弱電設備 系統図・機器姿図

ｔ

ｔ

ｔ

保育室4

Ｒ

５Ｃ

保育室4

２Ｐ

×3 ×2

保育室4

U

端子盤

電灯盤：１Ｌ－２

配
線

ス
ペ

ー
ス

鋼板製自立型(分電盤一体型) 木板付 放熱用開口部

電話：１０Ｐ（Ｂ形）＋ＬＡ１０Ｐスペース

端子盤仕様

接 地：接地端子１個（ＥＡ）

ＬＡＮ用機器設置スペース

テレビ：ブースター、ブースター用コンセント、４分配器、

ＬＡＮ：インターネット回線引込スペース、

事務室 １Ｌ－２＋端子盤 参考姿図



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日

E-14

232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100

真北

弱電設備 1階平面図

Ｐ Ｂ

凡 例
図中特記なき記号は下記による。

端子盤

電話用アウトレット

情報用コンセント ８極８芯（Ｃａｔ６） 壁付型

電話用アウトレット

直列ユニット（ＣＳ－７７Ｆ－ＲＳＷ プラグ付）

情報用コンセント ８極８芯（Ｃａｔ６） 床付型

トイレ呼出釦

復旧釦

表示灯

床付型

壁付型

機器収納箱

ｔ 相互間インターホン ６局

ｔ

防犯カメラ取付位置（別途工事）

AE

AE

AE

AE

AE

T

T

T
U

U

EM-UTP0.5-4P (PF22)
EM-EBT 0.4 - 2P (PF16)

(PF22)×3

EM-同軸5C - FB (PF16)

EM-AE0.9-2C (PF16)

特記なき配管配線は下記通りとする 配線配管凡例

天井内ケーブル配線

床スラブ打込み配管

保護管

天井・壁スラブ打込み配管

露出配管EM-EBT 0.4 - 2P

（情報）

EM-UTP 0.5 - 4PU (PF22)

（電話）
T (PF16)

（テレビ）
5C EM-同軸5C - FB (PF16)

（ｲﾝﾀｰﾎﾝ）
AE EM-AE 0.9 - 2C (PF16)

(PF16)EM-AE 0.9 - 3CAE

（共通）

呼び線1.2㎜ (PF22)

5C

EM-同軸7C - FB (PF22)

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

U

T

U

5C

5C



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-15

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100弱電設備 ２階平面図

真北

U

T

EM-UTP0.5-4P (PF22)
EM-EBT 0.4 - 2P (PF16)
EM-同軸5C - FB (PF16)

EM-AE0.9-2C (PF16)

EM-同軸7C - FB (PF22)

(PF22)×3

壁付２０素子ＵＨＦ平面アンテナ

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

Ｈ＝ＦＬ＋１４００

ｔ

5C

5C

AE

7C



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日

E-16

232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100太陽光発電設備 仕様図

1.

1.1

本仕様書は、野寺放課後児童保育室建設工事における系統連系用太陽光

発電システムについて適用する。

1.2

本工事の設計･施工に当たっては、下記の法令･規格等に基づくものとしま

(1)

引渡後１年以内に設計もしくは製作不良、その他工事者の責任に帰すべき

不都合が発生した場合は、速やかにこれを無償で修理、または、良品と交

換するものとする。

なお、上記保証期間を経過した後に、機器製作不良等工事者の責に帰する

と判断される原因により事故が生じた場合、その修理・取替に要する費用

については、協議の上決定するものとする。

名称

連系する電力系統

発電設備の種類

設備容量

:

:

:

:

野寺放課後児童保育室 太陽光発電設備

低圧一般配電線（単相3線,105-210V,50Hz）

太陽電池発電所

太陽電池容量

パワーコンディショナ容量

4.9kW以上

5.5kW×1台

本システムは、太陽電池モジュール、太陽電池用架台、パワーコンディショ

ナ（連系保護装置含む）、計測装置等より構成する。

(1) 太陽電池は太陽からの日射を受けると直流電力を発生し、これをパワーコ

ンディショナ(接続箱機能)で集電する。

パワーコンディショナは、この直流電力を並列する商用電源の電圧、周波

数、位相と同期した交流電力に変換し、対象とする負荷へ電力を供給する。

連系保護装置等により、パワーコンディショナ及び系統の異常時には連系

を遮断する。

運転データ等は、計測装置により収集する。

太陽電池の動作特性を監視し、設定値に達するとパワーコンディショナを

自動的に起動する。

太陽電池の出力を監視し、設定値以下になると自動的に運転を停止する。

象とする。昼間に日射不足により給電不能となる場合は自動的に運転を停

太陽電池出力監視による発電装置自動停止後の復帰は時限を採って行い、

不要な高頻度のポンピングを避ける。

交流系統に事故が発生した場合やパワーコンディショナ故障時は、速やか

パワーコンディショナは、下記の通り全自動運転を行うものとする。

太陽光発電システムによる負荷への電力供給は、原則として昼間のみを対

止させる。

に商用系統との連系接続を解列し確実に停止する。

商用系統の事故の場合は、商用系統が復旧すれば確認時間後、自動的に再

投入して運転を再開する。

適用範囲

適用規格･法規等

労働基準法

(2) 労働安全衛生法

(3) 電気事業法

(4) 電気設備技術基準

(5) 消防関係法規

(6) 建築基準法

(8)

(9)

日本電機工業会標準規格(JEM)

(10)

日本電気規格調査会標準規格（JEC）

(11)

日本電線工業会規格(JCS)

(12)

内線規程

(13)

系統連系規定

1.3 保証条件

一般事項

2. システム概要

2.1 設備の概要

2.2 システム構成

(7) 日本工業規格(JIS)

電力品質確保に係る系統連系技術

要件ガイドライン

(2)

す。

(3)

(4)

2.3 運転方式

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

太陽光発電設備設置工事 特記仕様書

2.4 系統連系保護方式

本システムにおける連系保護装置は、「電気設備技術基準」に沿って設置

するものとします。

保護継電器の種類、設置相数、検出場所を下表に示す。

保護継電器の種類 設置相数 検出場所

(1) 2相

(2) 2相

(3)

(4)

(5)

(6)

逆電力継電器 (RPR)

2相

1相

1相

-

過電圧継電器 (OVR)

不足電圧継電器 (UVR)

過周波数継電器 (OFR)

不足周波数継電器 (UFR)

単独運転検出機能 (受動・能動)

受電点又は検出可能な場所

インバータ出力点など

低圧回路の検出可能な場所

2.5 データ計測方式

本システムにおけるデータ計測に当たっては、(1)に示す機器により、(2)

に示す条件で、(3) に示すデータを自動的に収集し、定められたデータ

フォーマットに従って蓄積及び抽出できる計測システムを構築すること。

(1) 使用機器

・小型計測装置 : 1式

(2) 測定周期,演算周期,データ格納周期

・測定周期

・演算周期

・データ格納周期

:

:

:

6秒

1分間及び1時間

1分間及び1時間

(3) データ収集項目

項 目 測定点数 データ格納

1点 ○・パワーコンディショナ出力電力

2.6 納入機器範囲

納入機器は下表に示す通りとする。

機器名

1. 太陽電池モジュール

No. 仕様

結晶系シリコン太陽電池

数量 備考

4.9kW以上

2. 太陽電池架台、金具 1式

3.

4.

パワーコンディショナ 単相3線,5.5kW 1台

小型計測装置 1式

運転・停止 : 「2.3 運転方式」による

保護機能 : 「2.4 系統連系保護方式」による

自立運転 : 単相2線 100V 1.5kVA

:

3.4 小型計測装置

使用機器 : 小型計測端末等

仕様は「2.5 データ計測方式」を満足するものとする。

表示 : 内蔵のディスプレイにより、発電量が表示されること

4. 工事範囲

4.1 機器据付工事

(1) 太陽電池アレイ組立工事

(2) 納入機器取付工事

4.2 電気工事

(1) 引込開閉器盤までの配管配線工事

(2) 計測信号配線工事

5. 試運転・完成検査

5.1 太陽電池モジュール出力特性

(1) 各モジュールの試験成績書の出力値がJISに適合していること。

(2) 出力の合計値が3.1に示す合計値以上であること。

5.2 試運転・完成検査

試運転・完成検査は,下表の項目を実施する。

太陽電池

○

○

外観検査

○

絶縁抵抗測定

絶縁耐圧

保護装置特性

システム動作

注1

注1

パワー

○

○

○

コンディ

注1

注1

配線

○

○

ケーブル

計測装置

○

ショナ

○
注1

○ ○

注1）現地検査又は工場検査のいずれかで可とする。

3. 機器仕様

3.1 太陽電池モジュール

種類 : 結晶系シリコン太陽電池

容量 : 4.9kW以上

外形寸法 : 別途図面参照

3.2 太陽電池架台、金具(建築工事)

構造 : 勾配屋根用

材質 : 一般構造用鋼 溶融亜鉛メッキ処理、高耐食メッキ

強度 : 関係法規に基づき必要な強度を有すること

鋼板、アルミ等耐食性を有するもの

※1

※別途建築工事

3.4 パワーコンディショナ

構造 : 屋外壁掛形

種類 : 系統連系パワーコンディショナ

容量 : 5.5kW

入力電圧範囲 : DC0～400V程度

単相3線 101-202V 50Hz

電力変換効率 : 90%以上

出力基本波力率: 0.95以上

出力電圧 :

高調波許容範囲: 電流総合5%以下,各次3%以下

制御方式 : 大出力追従制御

運転・停止 : 「2.3 運転方式」による

計測機能 : 表示項目（切替方式）

・交流電力 ・交流電力量

外形寸法 : 別途図面参照

塗装色 : 製造者標準

太陽電池アレイ 4.9kW

PV1

1

6

PV2

太陽電池延長ケーブル

AC100V

RS485

小型計測装置

EM-FCPEES1.2-2P

RY

単独能

単独受

UVR

OVR

UFR

OFR RY

RS485

1φ2W 100V
自立運転

パワーコンディショナ
（1φ3W 5.5kW）

1.5kVA

D1 D2

DS1 DS2

EM-CE8sq-3C,IE5.5sq

ELCB
50AF

30mA
（逆接可）

RPR

TMMC

/40AT

オフディレー
タイマー

D 逆流防止ダイオード LBS 負荷開閉器

CB 遮断器 PV 太陽電池

DS 断路器 T 変圧器

ELCB 漏電遮断器 MCCB 配線用遮断器

MC 電磁接触器 CT 変流器

UVR 不足電圧継電器 OVR 過電圧継電器

UFR 不足周波数継電器 OFR 過周波数継電器

単独受 単独運転防止機能（受動的） 単独能 単独運転防止機能（能動的）

OVGR 地絡過電圧継電器 RPR 逆電力継電器

記号 名称 記号 名称

凡例

パワーコンディショナ（参考） 小型計測装置（参考）太陽電池モジュール(参考)

(-) (+)

種 類 : 単結晶シリコン太陽電池
容 量 : 4.9kW以上

構 造 : 屋外壁掛形
容 量 : 5.5kW

太陽光発電設備 単線結線図

太陽光発電設備 機器姿図

1階 事務室

1階 学童保育室1

2階 学童保育室4



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日

E-17

232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100

真北

太陽光発電設備 1階平面図

太陽電池延長ケーブル×4,IE5.5° CR

PCS

K

太陽電池延長ケーブル×4,IE5.5° 天井コロガシ

EM-UTP0.5-4P（cat5e) 天井コロガシ

パワーコンディショナ

引込開閉器盤

計測装置

太陽電池延長ケーブル IE5.5°×2（PF16） 天井コロガシ



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日

E-18

232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100太陽光発電設備 ２階平面図

真北

太陽電池延長ケーブル×4,IE5.5° G36

太陽電池延長ケーブル×4,IE5.5° 天井コロガシ

太陽電池延長ケーブル×4,IE5.5° CR



工事名

縮尺

調査製作計画 調査

業務番号

図面番号
図面名

Ｒ６年 ３月 日
232074

縮尺

調査製作計画 調査
図面番号

E-19

232074野寺放課後児童保育室建設工事

A1：1:50
A3：1:100太陽光発電設備 Ｒ階平面図

真北

太陽電池アレイ概要

太陽電池容量： 4.92kW

傾斜角度 ： 3.5/10勾配

アレイ構成 ： 3段4列

直並列 ： 6直列2並列

（@410W×12枚）

PCS ： 5.5kW×1台

太陽電池アレイ

太陽電池延長ケーブル×4,IE5.5° G36

太陽電池延長ケーブル×4,IE5.5° G36
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